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広報たまかわ平成B年4月

， 
第4次玉川村振興計画後期基本計画における「まちづくりjのテーマ

①快適で住み良い、美しい環境のある「まちづくりj
【主要な取り組み方針}

・村の財産である緑、水など美しい環境の保全と活用に努めます。

・将来の村を支えるしっかりとした基盤を築くため、幹線道路、水源の確保、下水道等の

事業を推進します。

・日常生活において、快適さを感じるととのできる環境形成をめざし、住宅、公園等の整

備を行います。

・環境に対する意識を高め、循環型地域社会の形成に向けた対応を図ります。

②健康でいきいきとして暮らせるfまちづくりj
【主要な取り組み方針】

-次世代を担うミ子ども達が健やかに育つよう、社会環境や家庭環境の変化に対応しながら

三子育て環境の充実に努めます。

・高齢他社会の進展に対応し、高齢者が住み慣れた地域で自立した笠活を安Jt:，¥して送れる

よう、保健-医療・福祉の連携のもと在宅サービスの充実に努めます。

・障害者についても、地域での生活を支える在宅福祉サービスの充実に努めるとともに、

就労の機会の拡充など社会参加を麦援していきます。

・全ての村民が健康で暮らせるよう健康づくりの総合的な体系を確立します。

③豊かなID¥、誇れる文化を育む「まちづくりJ
【主要な取り組み方針}

-人間形成の墓礎を培う均児期において、 Jt:，¥身の健全な発達を保つため、家

庭と地域社会の教青環境の充実を図ります。

・児童・生徒の豊かな人間性を青み、情報化や国際化など新たな社会変化へ

対応していく創造性・生きる力を青むため、教育内容及び指導方法の充実を

図るととも[ご学枝施設の充実と奇効活用を図ります。

・すべての村民が生涯を通じ、豊かな生活を築くための知識と教養を身につ

け、豊かさを実感できる生活を送れるよう、生涯掌留の墓盤整備と学習機会

の充実を図ります。

・スポーツ・レクリ工ーション活動への関心lが多様化する中で、特色あるス

ポーツを[まちづくりJの-演として振興するとともに、活動環境を整備し、

村民が多くのスポーツを楽しめる環境づくりに努めます。

・女性の実質的な地位向上を図るため、女性の社会参加の条件整備を進めま

す。

零襲警雰襲撃懇

広報たまかわ平成13f1:4月

④新世紀を支える活力ある「まちづくりJ
[主要な取り組み方針}

・本村の優れた立地条件を背景として積極的な企業誘致を惟進し、魅力ある雇用機会の拡

大に努めます。

・商業については、魅刀的な商業地形成とともに、今後の多様かつ高度な消費生活に応え

られる商業機能の充実に努めます。

・農業においては、近郊農業地域としての役割を担うため、中核となる担い手農家の青成

と合わせて農用地利用集積による効率的芯農業経営や生産技術及び昂種改良などによる高

収益農業の展開を推進します。

・森林については、特用林産物の開発を進めるほか、森林が持つ水源かん養機能などの公

益的価値を活かした交流機能の整備を進め、森林の多様な剥用を検討します。

⑤村民とともに築く着実なfまちづくりJ
【主要な取り組み方針】

-情報化の流れの中で、行政サーヒ、スの向上と同時に住民とのコミュニケ-ション手法の

確立に向けての施策を推進します。

・「まちづくりJへの住民参加、対話の機会を増やしていきます。

・住民の多様化-高度化する行政ニーズに的確に応えることのできる組織、体制の充実を

図ります。

・健全でしっ力、りとした財政運営に努めます。

住んで、よかったと言われる「まちづくりj
めまぐるしく移り変わる今日の社会情勢や高度情報化、少;子高齢化社会

への対応、価値観の多様化、長引く不況と産業の低迷等、地域を取り巻く

環境が一段と厳しさを増している中、環境問題をはじめ、福祉施策の充実

や介護保険、産業振興等新たな課題に対する取り組みが急務となっており

ます。

現況と課題を的確に把握し、基本方針のもとに主要な施策や事業を定め、

I空と緑、 "5Ff(/呼阪するたまかわJをイメージとした新しい村づくりを進

めて行く指針であります。

本計画の推進に当たっては、計画的な財産の確保に努めながら、重点選

別主義により、 r1主んで良かったと言われる村づ、くりH夢のある村づくりJ

を目指して、知恵を出し合い、 j干を流し合い、住民総参加による連寓と協

調のもと、実現を図って行力、なければ芯らないと考えております。今後と

も皆様方のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

また、本計画の策定に当たり、貴重なご意見やご提案をお寄せ頂きまし

た方々に対しまして厚くお礼申し上げます。
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1人当たりが締める柑税
一般会計予算平成13年度

96，484円

64，270円

24，082円

6，464円

1，668円

合計

固定資産税

市 mJ村民税

市町村たばこ税

軽自動車税

jE，司
ミミ - -園、ィー
砂--- -d一、一・・r i?_ 
金~

謬プゥ

ーにr
(EF 
司・・・・E章 一/~

(1月18現在人07，684名)

平
成
十
三
任
度
の
一
般
会
計
と
六
つ
の
特
別
会
計
の
当
初
予

算
が
三
月
十
二
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
た

玉
川
村
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
全
会
計
の
予
算
規
模
は
、
総

額
で
五
十
八
億
七
，
五
五
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前

年
度
に
比
べ
二
億
十
六
万
円
の
壊
で
3
・
5
%
の
伸
び
と
な
り

ま
し
た
。

使用料及び手数料
7，230万円 (1.86%)

404万丹 (0.10%)
81万円 (0.02%)諸支出金

交通安全対策特別交付金

110万円(0.03%)

歳出
38億9，136万円
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一 般 会 38億9.136万円

国民健康保験 61，~3，628万円

老 入 保 R会 71<意2，862万円
特

別 グ「 {呆 険 11:意9，925万円

tZEh え 簡 易 水 道 業 1，401万円

計
農業集落排水事業 2億2，011万円

上水道 ヰ分モミと 1億8，595万円

ム口、 計 58億7，558万円

歳

入

般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
一

十
八
億
九
二
三
六
万
円
で
、
前

年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
、
一
一
億

六
，

O
一
一
四
万
円
の
増
で

7

・

2
%
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
に
は
、
自
主
財
源
(
村
が

自
主
的
に
収
入
で
き
る
お
金
)
と

依
存
財
源
(
国
や
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金
や
借
金
)
が
あ
り
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
一
般
会
計
予
算
を

白
主
財
源
汎
・
8
%
に
な
り
、
依
存

財
源
が
侃
・
2
%
に
な
り
ま
し
た
c

歳
入
の
特
徴
と
し
て
は
、
地
方

交
付
税
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
財

源
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
と
こ

ろ
か
ら
、
基
金
の
繰
入
金
や
村
債

の
比
率
が
高
い
内
容
と
な
り
ま
し

た。

歳

出

(
幻
%
)

四
ー
九
六
七
万
円

市
町
村
た
ば
こ
税

軽

自」

動八(
車 -1.7
万%

税円)

ロハ一
a
z
ロ一

内一
の
一
(
日
・

6
%
)

税
一
四
億
九
，
一
月
五
万
円

村

一

酉

定

資

産

税

(a・
0
%
)

一
億
八
，
五
O
五
万
円

市

町

村

民

税

投
資
的
経
費
が
弘
・
5
%
と
な
っ

て
い
ま
す
。
普
通
建
設
事
業
は
、

国
・
県
か
ら
補
助
を
受
け
て
行
う

補
助
事
業
と
村
が
単
独
で
行
う
単

独
事
業
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

主
な
補
助
事
業
は
、
農
村
総
合

整
備
事
業
、
地
域
開
発
整
備
関
連

農
林
業
対
策
事
業
、
基
盤
整
備
促

進
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

事 業 予算額

【総務諜】

防災まちづくり事業 1，200 

須富川地方広域消防組合分担金 1億1，544

{健康撞祉課】

健康審査事業 2，139 

健康づくり推進事業 173 

妊産嫡保健指導事業 123 

保険給付事業 4{慧1，146

疾病予防事業 330 

介護給付事業 11意8，325

重度/1)身障害者援醸費問成事業 2，040 

兜童手当吏給事業 3，318 

保育実砲事業 7，945 

社会福祉協議会活動事業 3，037 

[企画財政課}

中学生自内研修事業 858 

【住民課】

石川地方9::活環境施設組合負担主 1億1，965

{水道課】

大谷地水源施設関部事業 21.慧1，465

{建設課】

総合運劃公園整備事業 51.意9，920

地方特定道路整備事業(4地区) H意4，410

農村総合整備事業(ア地区) 11意9，764

地域開発整備関連農林業対策事業(3地区) 11意6，091

器盤整髄促進事業(4地区) 9，775 

{農政課}

農業集落排水事業 1億3，869

中出問地域等壷接受払事業 2，611 

水田農業経曽確立対策事業 1，500 

県単林道開設事業 1，275 

病害虫防路事業(森林水稲) 958 

{教書委員会]

IJ¥中掌校パソコンリース事業 1，932 

語学校改修事業 1，020 

【公民舘}

各施設改修事業 1，063 

実用書道教室及び津軽三味線教室 58 

福島空港玉川健康マラソン大会 797 

諸島駅伝大会 210 

(万円)主な事業と予算額

歳
出
を
目
的
別
に
み
る
と
、
金

額
で
は
、
土
木
費
、
農
林
水
産
業

費
、
衛
生
費
、
民
生
費
、
総
務
費
:
・

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伸

び
率
で
は
、
総
合
運
動
公
園
整
備

事
業
な
ど
と
し
て
の
土
木
費
が

4
・
1
%
、
国
民
健
康
保
険
等
へ

の
繰
出
金
や
石
川
地
方
生
活
環
境

施
設
組
合
負
担
金
と
し
て
の
衛
生

費
が
6
・
。
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

性
質
別
に
分
け
て
見
ま
す
と
人

件
費
等
の
義
務
的
経
費
が
ロ
・

8
%
を
締
め
、
普
通
建
設
事
業
の
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田 園 田...  
高原道路を佐藤県知事といっしょに歩くいずみ幼稚園児

ーク」開催議蕗
開通記念プレイベント

古
一
閥ぶく

ヘ
玉
川
に
-

F

矢
吹
に
間

10.5Km 

¥、ーノ

ah 

んさなみるすを法
官植念

「
戸
し
】

開
通
を
三
月
二
十
七
日
に
控
え

た
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
(
玉
川
I

C
j矢
吹
I
C
間
叩
・

5
M
)
で、

開
通
記
念
プ
レ
イ
イ
ベ
ン
ト
「
あ

ぶ
く
ま
高
原
道
路
ウ
ォ
i
ク
」
が
三

月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
村
を
初
め
、
県
内
各
地
か
ら

約
二
千
百
人
が
参
加
し
、
自
動
車

専
用
道
路
で
の
、

一
日
限
り
の
春

の
散
歩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

んさ藤須るすをロハP
E
 

の
斗
吋
d玉

玉
川
I
C
付
近
で
は
、
車
田
村

長

・
西
川
村
議
会
議
長
な
ど
約
三

十
名
に
よ
る
、
記
念
植
樹
が
行
わ
れ

ワ
タ
ボ
ウ
シ
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
メ

1
ン
会
場
と
な
っ
た

矢
吹
料
金
所
で
は
、
玉
川
第
一
小

学
校
児
童
に
よ
る
鼓
笛
隊
パ
レ
ー

ド
や
須
釜
小
学
校
四
辻
分
校

一
輪

車
演
技
の
ユ
ニ
サ
イ
ク
ル
ダ
ン
ス

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

玉川第一小のみなさん

6 

くす玉開披の役自を終えた園児達

三代夫婦による渡橋武

テ プ力ツトをする車田村長や佐藤県知事など

通り初め(車よパレード)

県
が
建
設
し
た
初
め
て
の
地
域

高
規
格
道
路
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路

(
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ハ
イ
ウ
ェ
イ
、

福
島
・
あ
ぶ
く
ま
南
道
路
)
が
一
一

十
七
日
、
一
部
供
用
を
開
始
し
ま

し
た
。開

通
に
先
立
ち
、
渡
橋
式
や
通

り
初
め
な
ど
の
開
通
記
念
式
典
が

玉
川
I
C付
近
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
道
矢
吹
・
小
野
線
・

蒜
生
工
区
開
通

平
成
五
年
か
ら
工
事
が
行
わ
れ

て
い
た
主
要
地
方
道
矢
吹
・
小
野

線
の
蒜
生
工
区
が
、
こ
の
ほ
ど
完

成
し
三
月
二
十
三
日
(
金
)
に
開
通

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
通
式
は
、
午
後
一
時
か
ら
蒜

生
羽
根
石
地
内
で
安
全
祈
願
祭
や

テ
l
プ
カ
ッ
ト
・
玉
川
第
一
小
学

校
の
鼓
笛
隊
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

四辻分校兜霊による一輪車演技

玉川第一小児童による鼓笛隊パレード
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村
職
員
人
事

四
月

一
日
付
の
村
職
員
人
事
異

動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
)
内
は
、
旧
所
属
職
名
で
す
。

【
参
事
職
】

-
参
事
兼
総
務
課
長
(
税
務
課
長
)

溝

井

義

三

{
課
長
相
当
職
〕

・
税
務
課
長
(
建
設
課
主
幹
兼
課

長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長
)
熊
田

富
一
、

・
健
康
福
祉
課
長
(
総
務

課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
庶
務
係

長
)
鈴
木

孝、

・
須
釜
支
所
長

兼
児
童
館
長
(
教
育
委
員
会
主
幹

兼
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
)

鈴
木

一
夫、

-
総
務
課
主
幹
(
健

康
福
祉
課
長
)
小
林
幸
'一、

・
教

育
委
員
会
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
学

校
教
育
係
長
(
須
釜
支
所
主
幹
兼

支
所
長
心
得
兼
児
童
館
長
)
草
野

正
博
、
-
企
画
財
政
課
主
幹
兼
課

長
補
佐
兼
企
画
係
長
兼
空
港
対
策

係
長
(
住
民
課
主
幹
兼
課
長
補
佐

兼
環
境
衛
生
係
長
)
小
針
敬
人
、

・
会
計
室
主
幹
兼
室
長
補
佐
兼
出

納
係
長
(
会
計
室
室
長
補
佐
兼
出

納
係
長
)
添
田
チ
ヨ
子
、
-
総
務

課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長

(
農
政
課
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興

係
長
)
八
木
喜
久
夫
、
-
建
設
課

主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係

平成13年4月広報たまかわ

泉
・
須
釜
両
中
学
校
の
卒
業
証

書
授
与
式
は
、

二
一
月
十
三
日
(
火
)

に
各
中
学
校
の
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
卒
業
生
は
、
三
年
間
の

思
い
出
を
胸
に
、
校
長
先
生
か
ら

卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
村
内
一一一

つ
の
小
学
校
で

も
、
一
一一
月
二
十
三
日
(
金
)
に
そ
れ

楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
胸
に

い
ず
み
・
す
が
ま
両
幼
稚
園
の

卒
関
式
は
、

三
月
十
六
日
(
金
)
に

行
わ
れ
、
終
了
式
は
須
釜
児
童
館

が
三
月
二
十
四
日
(
土
)
、
泉
保
育

所
が
三
月
二
十
七
ヨ
(
火
)
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
思
い
出

を
胸
に
新
た
な
生
活
に
胸
を
と
き

め
き
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

長
(
企
画
財
政
課
課
長
補
佐
兼
企

画
係
長
兼
空
港
対
策
係
長
)
塩
津

邦
章

【
課
長
補
佐
相
当
職
}

・
農
政
課
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興

係
長
(
主
任
主
査
兼
水
道
課
係
長
)

大
和
田
茂
底
、
-
公
民
館
館
長
補

佐
兼
係
長
(
公
民
館
係
長
)
増
子
貞

美
、
-
住
民
課
課
長
補
佐
兼
住
民

係
長
兼
国
民
年
金
係
長
(
住
民
課

住
民
係
長
兼
国
民
年
金
係
長
)
有

賀
明
美
、
-
い
ず
み
幼
稚
園
主
任

主
査
兼
主
任
教
諭
(
須
釜
児
童
館

主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士
)
仁
井

田
ツ
ヤ
子
、
-
す
が
ま
幼
稚
園
主

任
主
査
兼
主
任
教
諭
(
泉
保
育
所

主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士
)
笠
井

美
紀
子
、

-
泉
保
育
所
主
任
主
査

兼
主
任
保
育
士

(
す
が
ま
幼
稚
園

主
任
主
査
兼
主
任
教
諭
)
佐
藤
ヤ

ス
子
、
-
須
釜
児
童
館
主
任
主
査

兼
主
任
保
育
土
(
い
ず
み
幼
稚
園

主
任
主
査
兼
主
任
教
諭
)
石
森
ミ

ナ
子新任職員

どうぞよろしく
お願いします

ぞ
れ
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ

れ
、
卒
業
生
は
四
月
か
ら
の
中
学

校
生
活
に
誓
い
も
新
た
に
、
巣
立

っ
て
い
き
ま
し
た。

{
係
長
相
当
職
}

・
水
道
課
係
長
(
健
康
福
祉
課
保

健
衛
生
係
長
)
小
針
善
栄
、
-
健

康
福
祉
課
保
健
衛
生
係
長
(
議
会

事
務
局
主
査
)
小
針
敬
子
、

-
住

民
課
環
境
衛
生
係
長
(
健
康
福
祉

課
主
査
)
溝
井
康
夫
、

-
泉
保
育

所
主
任
保
育
士

(
泉
保
育
所
保
育

土
)
本
田
千
佳

【
係
員
】

・
議
会
事
務
局
主
事
(
税
務
課
主

事
)
石
井
春
美
、
-
税
務
課
主
事

(
会
計
室
主
事
)
浅
川
栄
治
、
-
須

釜
支
所
主
事
(
須
釜
支
所
主
事
補
)

田
村
伸
也
、

-
建
設
課
主
事
(
建

設
課
主
事
補
)
瀬
谷
輝
賢
、

-
会

計
室
主
事
補
(
税
務
課
主
事
補
)
大

竹

一
誠

【
新
規
採
用
者
}

・
税
務
課
主
事

小
針
信
之

{
退
職
者
}

平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
付

・
参
事
兼
総
務
課
長
小
針
一
二

・
須
釜
中
学
校
用
務
員
近
内
京
子

小針信之 (23歳)

-中

・税務課

村民の万々に早く費用I
できるよう努力していき

たいと考えています

団 地

集

赤日坂

募

8 

教
育
人
事

出

者

)
は
新
任
校

転

敬
称
略
(

【
玉
川
第
一
小
学
校
】

・
水
野
山
石
雄
校
長
(
古
殿
町
立
田
口
小
学
校
)

-
村
越

裕
子
教
諭
(
須
賀
川
市
立
小
塩
江
小
学
校
)

・
富
永

陽
一
教
諭
(
鮫
川
村
立
鮫
川
小
学
校
)

-
高
橋
真
由
美
教
諭
(
郡
山
市
立
大
島
小
学
校
)

【
川
辺
小
学
校
】

-
関
根
豊
講
師
(
退
職
)

【
須
釜
小
学
校
】

-
須
田

元
大
教
諭
(
鏡
石
町
立
第
一

小
学
校
)

-
金
津
敦
子
教
諭
(
西
郷
村
立
小
田
倉
小
学
校
)

・
一
一階
堂
美
紀
教
諭
(
東
和
町
立
南
戸
沢
小
学
校
)

{
泉
中
学
校
】

-
富
永
智
恵
教
諭
(
矢
吹
町
立
矢
吹
中
学
校
)

・
清
水
紳
一

郎
教
諭
(
郡
山
市
立
行
健
中
学
校
)

【
須
釜
中
学
校
】

-
星
英
雄
教
頭
(
南
会
津
教
育
事
務
所
)

-
丸
山

哲
司
教
諭
(
船
引
町
立
船
引
中
学
校
)

入

者

転

敬
称
略
(

)
は
旧
任
校

【
玉
川
第
一
小
学
校
}

・
奥
貫
四
郎
校
長
(
石
川
町
立
沢
田
小
学
校
)

-
八
巻
美
和
子
教
諭
(
白
河
市
立
白
河
第
一
小
学
校
)

・
郷

初
音
講
師

【
川
辺
小
学
校
】

・
朝
倉
由
香
教
諭
(
表
郷
村
立
表
郷
小
学
校
)

{
須
釜
小
学
校
】

-
橋
本
宏
子
教
諭
(
白
河
市
立
み
さ
か
小
学
校
)

・
佐
藤
史
弘
教
諭
(
梁
川
町
立
白
根
小
学
校
)

-
馬
場
陸
子
教
諭
(
西
郷
村
立
羽
太
小
学
校
)

{
泉
中
学
校
】

-
野
原

正
子
教
諭
(
平
田
村
立
小
平
中
学
校
)

・
猪
俣
徹
教
諭
(
常
葉
町
立
常
葉
中
学
校
)

{
須
釜
中
学
校
}

-
井
戸
沼
俊
郎
教
頭
(
西
郷
村
立
西
郷
第
二
中
学
校
)

平
成
十
三
年
度
の
赤
坂
団
地
の
募
集
を
次
の
と
お

り
実
施
い
た
し
ま
す
。

【
募
集
概
要
}

・

募

集

戸

数

一

五
区
画

・
申
込
受
付
期
間
一
平
成
十
一
二
年
四
月
十
八
日

(
水
)
か
ら
四
月
二
十
四
日
(
火
)
ま
で
午
前
八
時
三

十
分
1
午
後
四
時
ま
で

-

受

付

場

所

一

玉
川
村
役
場
企
画
財
政
課

-
拍
選
日
時
・
場
所
一

平
成
十
三
年
四
月
二
十
六
日

(
木
)
午
前
十
時
玉
川
村
役
場
北
庁
舎
会
議
室

※
申
込
受
付
期
間
中
で
完
売
に
至
ら
な
い
場
合
は
、

先
着
順
に
て
申
込
み
受
付
と
な
り
ま
す
。

-
先
着
順
申
込
場
所

一
玉
川
村
役
場
企
画
財
政
課

(
午
前
八
時
三
十
分
j
午

後

四

時

土

・
日
・
祝
日

は
休
み
)

(
間
合
わ
せ
先
一

玉
川
村
役
場
企
画
財
政
課

|

4
6
2
9
)
 

2 
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平成13年4月

.トピさi?jJ@Jス.
IN 

k患研む

広報たまかわ

昨年8月に石川地区小中学校音楽祭において童葺をとった

四辻分校が中心と主よっている-四辻太鼓保存会に、この度、

(財)自治総合センターのコミュ二ティ朋成事業(宝くじ普及

広報事業)の一環として行われている事業の中で大太鼓-小

太鼓や法被などが、筒田村助役から贈られました。

兜童たちは、早速贈られた法被を男に付け、新しい太鼓で

全員に輝いた清流太鼓をお扱露目いたしました。

四辻太設保容会に

和太鼓が贈られる

広報たまかわ 平成131:1=4月

玉川第一小学校

出L属一徹叡再員、麗貝宅受貝第9目上塵噌徳教育骨優秀告を 樽

玉川第一小掌校では、平成11・12年度の2年間にわ

たり、[地域の人材を活用した道徳教喬実蹟研究読力校j

の指定を受け、関係者の協力や指導在受けながら実践研

究に叡組んできました。この度、取組んできた実践研究

を論文にし、[豊かな11)をもち、進んでたくましく実践

する児童の青成~掌校・家庭・地域社会と共に歩む聞か

れた掌校をめざして"'Jと題して財団法人上虞倫理財団

主催の「第9口上農道徳教育員Jに応募したところ見事、

掌校の部・小学校で優秀員を受貫いたしました。

南須釜地~の念仏踊りは、昭和27年に、再興されて以来、昭
和50年に福富県重要無形文化財の指定を受け、同53壁には、国

の選択も受けるなど、蓮実に活動を行ってきました。そして今

年再興50周年を迎え、東福寺薬師如来法要の4月3巴に、再興50
周年式典が行われ、再興に尽力された故大野ケサさんへ村から

感謝状が孫嫁の大野セツミ子さんに手渡され、続いて村文化団体

連絡協議会からは念仏踊り保存会に文化功労麓が贈られました。

また、念仏踊り50周年記念として、絵馬が東揺寺に奉納さ

れました。

怠仏踊りが再興50周年!
南須釜地区

柑:の文化:発展に貢献
平成U2年:慶村英;化団体連絡協議会表彰

村文化団体連絡協議会{小林寵次会長)では、3月28日
{水)午後 1時から村就業改善センター2階震研室におい

て、村の文化発展に貢献した13名と 1毘体に表彰状と記

念昂を授与し1加害γを讃えました。

舎年も各学校に*を寄贈

須賞川市桜岡・高野新聞自の高野昭雄さんは、今年も玉

川村の各小中学校に本「ふくしまの20世紀J6冊を寄贈す

るため、村教青委員会を訪れ、車田教育長に贈呈しました。

教湾委員会では、各学校に配布いたしました。
会

「電話お願い手帳j
NTT東日本が寄贈

f電話お願い手帳jは、耳や言葉の不自由な方やお年寄りの方が、

外出先で用件や連絡先等を書いて、近くの人に「私のかわりに電話

をして下さいJとお願いする時仁利用するもので、昭和58年に千葉

県流山電話局仁寄せられたお客様の要望がヒントとなって作成され

たものです。

その手帳やFAX通信用紙[ふれあい速達便jを村民の方々へと、

NTT東日本郡山室百 三浦 悟芝居長が村役場を訪れ重田村長に

電話お願い手帳20部とふれあい速達便40部を贈呈いたしました。

川辺小
玉川第一小が表彰
石川地区小申学校教職員の自主的な教育研究を積

極的に奨励し、広く研究作自の募集を通して、その

成果をお互いに分かち合い、専門的職能の向上と石

川地区教青の一層の充実振興を図る目的で行われた

作田展において、共同研究の部で川辺小掌校が入選

し、玉川第一小学校が特別輩を受賞しました。

• 

7 推種薦別二 げ~-- 白山
地区 推薦団体 推薦理由

z文功、労化霊設 IJ¥山El3i f申 高 玉議い書水書道会道愛教-婦ふ案会れ・双あ 発多お年展いてにに入わ貢賞た献入。り選各、村書の道書展道に

11 商須釜 玉川山野E霊会 与山野え草るなで村ど貢畏献に安らぎを

1/ 留夫 辺 村郷土史研究会 者内と蓄外しのてを文文自化主fじ向発活上行動にすの貢権る献等威村者

11 一岩谷J浩光 小高 11 郷のに板土寄与惇史j研、等究村の会史著のの書育編を成纂発発「刊展村

11 r関根三弘ミ子 '蒜笠 小民高俗芸主能{泉王子会 多をし年きて民どに俗わも芸たた能ちり保、に存平練に鍬習貢踊指献導り

11 高 美雪会 多能寄与年祭、(仁」又わ参各た加協りし会敬、よ老村会文り受化-第芸に11"':J'/1=1.x._..J 

11 忠義 南須釜 南保寄須釜金念仏鱗 多員者芸年をに貢務に献わめた、念り仏、会蹄長りの・役係

11 高踊須保?釜写会念T仏 高須釜 南(泉須信会釜念fム蹄 昭実4施和月237日年にに5再0興周年し祭今年を
t 

阿部幸太郎〆
七

多長年を務にめわ貢た献り玉泉会副会11 高須釜 村玉泉会

11 小山田義美 萄須釜 村Eコ老主主人クラブ遼 多ラっ年ブぱのいに運わ主主動た計にをり貢歴、献村任老、人花クい

11 渡辺政一 北須釜 11 多ブいの年っ会ぱにい長わ運た副動り会に、長重村量を獄老歴人任ク、花フ

11 須護保明 岩法寺 村菊花愛好会 多沼任年会しの会にわ会に貢た長献り副、村会菊長花を愛箆

1/ 佐藤シゲ 南須釜 日し本げ民る会謡協会 須会の釜発支展部にを貢設献立し、以来

文優秀化賞 題吾妻筆、南須釜 村菊花愛信会 各続を修沼しめ化て受る大会賞にしお優秀いてな成、連績

10 

村
高
工
会
青
年
部

鹿
谷
郷
で
植
樹

村
商
工
会
青
年
部
(
車
田
幸

司
部
長
)
で
は
、
台
湾
大
地
震

で
被
災
し
た
鹿
谷
郷
の
復
興
を

願
い
、
台
湾
大
学
実
験
林
に
あ

る
復
興
記
念
公
園
に
こ
ぶ
し
の

苗
木
百
本
の
植
樹
を
し
て
き
ま

し
た
。

植
樹
は
、
村
商
工
会
青
年
部

員
、

一
般
参
加
者
合
せ
十
五
名

と
、
鹿
谷
郷
の
関
係
者
八
十
五

名
の
計
百
名
が
参
加
し
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

冷

F 
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春のうつくしま

港フェスティパん開催
コーjレテ、ンウェークt霞例の空港フェスティバんが開催され

ます。多彩芯催しがいっぱい。

-公

-泉中

ヨ}目立司直の健康ごよみ
璽4月

18日(水) 3~4ヵ月児健診午後18寺 30分~

20日(金) 機能訓 練午苗10時~

23日(月汐ベルクリン疫liDi換麓
午後1時30分~

すくすくクラブ午前10時~

24日(火組鳩会 午前108寺~・・・・・・・・・

25日(水) ポリオ予防接種 午笹128寺45分~・・・
たまかわ健康クラブ

午前9時30分~

BCG接種午後 1時30分~

3績見健診 午後 18寺~・・・・

平成13任5月3日(木)

午前108寺から

午後4時30分まで

き画と

うつくしま未来博会場見学会&

参加プログラム体験会開催!

を多

鈴

空港公霞画ところ

-・泉中

-玉-IJ¥

27日(金)

欝5月

ア自(時)

完成が近づき、姿をあらわし始めたパピリオン等の建設現

場で、それぞれのパピリオンがどんな特色を持ち、どん砿毘

どころがあるかなどの説明を聞きながら会場内を男掌できま

す。開幕前でしか売ることができない宋来博がつくられてい

く姿在、解説付きで知ることができる最後のチャンスです。

そのほかにも未来博開催記怠のミニマラソン大会、ファミ

リーステージイベントゃうまいもの屋台、大鍋コーナーなど

楽しい企画が感りだくさんです。

暖かな審の日ざしを感じながら、おもてなしの準備が進む

未来博をご家族おそろいで、是非ご覧ください。

人事院では、国家公務員採用 i謹試験及びI種試験(いず

れも大学卒業程度)の募集を行います。

受付期間は4昂3日(火)から6月10日(木)で、

郵送により申込む場合は4月3日(火)から5月10日(木)

(最終日消印南矧)

窓口で直接申込む場合は5月 1日(火)から6月10日(木)

までとなります。

第 1次試験は i種試験が6月108(日)、

1 8 (臼)に行います。

なお、申込用紙は3月21日(水)から配布しますが、申込

用紙の請求や受験資格等の詳しい内容については、下記にお

間合わせください。

MAX&ウルトラマン擢手会
実

・玉一Jj¥

. .)11辺IJ¥

8日(火)

9日(水)

10自(木)

14日(月)

E種試験が7月

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚く御礼申し上げます。 ニ寸 (村社会福祉協議会)
rむ

とき:平成13年4月22日(臼)

ところ:うつくしま未来博会場(須員川吊大宰大粟)

お間合わせ先.うつくしま未来博協会県民参加謹進課

フリーダイヤル 0120-707-294 

試験係人事院東北事務局 第二諜

岱 (022)221 -2022 

間合わせ先

事東京支Jff会ふるさと福祉事業として

219.243同

事福島空港感謝祭実行委員会から

感謝祭益金として ら0.000円

申蒜ょi三の講JI二千鶴子‘ざんから

e南須釜の小原幸雄さんから

e北積釜の塩浮正行さんから

@ 者の鈴木幸夫さんから

自然公園大会参加者募集第43田

平成13年ア月25日(水)から26日(木)までの2日間

第43[Q]自然公閤大会

環境省、撞患県、(財)国立公園協会、第43[Q]自然公

園大会福富県実行委員会

磐梯輯自国立公開[裏磐梯地域j

福患県耶麻郡北塩原村 休暇村磐梯高原毘辺

環境省が主唱するf自然仁親しむ運動Jの中山行事とし

て、自然と私たちとの関係について考え、告然を守り、

人と自然との豊かなふれあいを推進するための祭典で

ある。

ア月25日(水) 式典、自然観察会、夕べの集い、野蛍

7月26日(木) 野外活動(登山、自然観察など)

問い合わせ先福島県農境政策課岱024-521-7210

応纂方法指定の申し込み用紙により郵便での応葬

参加料無料

応募人数 ア月25自(水)のみ参加の日帰りコース

28とも参加の 1泊2日コース

締め切り平成13年5月10日(木)

参加者が葬集人数を超える場合は、抱選とする。

大会標語 「うつくしま出会いふれあい きらめく自然J

開催期日

イベント名

主催

1

2

3

 

国税だより

申告納税制度を

支えるために

ヨ量亙生おめでとうございます i
(3月間出分)

保護者名

之

開催場所

12 

400名

200名

行事内容

4 

10 

11 

村のようす
(13年4短 1日現在)

さ4-ι-r 

名江

凶

川

巧

児生出

ささf
Jム事?

地区名

岩法寺

5 

6

7

8

9

 

1，808声(-9) 

我が国の税制は、納税者自らが税法仁従って自

分の所得と税額を計算し、正しい申告と納税をす

るという申告納税制度を採用しており、昭和22

年に導入されてから、すでに50年以上が経過し

ています。

税務署では、申告納税制度の纂本である「正し

い申告と納税jのために、広報、相談、指導、調

査を通じて、正しい税知識の醤及や税負担の公平

確課に努めていますが、あくまでも申告納税制度

の主役は綿税者の皆さんです。

そこで、税務署では、税理士会、日本税務協会、

蕎色申告会、法人会、間税会、納税貯蓄組合など

の関係民間団体との連携を図りながら、申告納税

制度が円滑に機能し、吏に発展して行くよう努め

ます。

可

彦

山

山

サ

泊

出

航

摩
市
」

丹3
 

千鶴子

行

広報への掲載を希望されない場合は、窓口への

届け出の捺にお申し出ください。

空き缶やゴミの担げ搭てはやめましょう

[凌

やよい

イキ

i~~ 

極主なイベント

@ウjしトラマンと遊ぼう!

@菊地章夫ミニコンサー卜

@ベンチャーズ曲演奏(8・8.S)

@親ヲで紙ひこうき滞空レース

.YOSAKOIソーラン-スペシャル

@ストリートパワーライブ

@青空市(空港公冨・仮設ステージ田辺)

@未来博RPコーナー

高

ム
口
皿

I
T
J
 

子智美

在住

lレ

ベン

南須三長

7，632人(-33)

3，787人(-19) 

J¥ 

正

花
愁
短
歌
会
玉
間
支
部
詠
草
集
i

i

i
村
公
民
館

:!.B 

主

義

子

描
の
習
性
支
え
た
し
と
し
て
去
勢
せ
し
エ
ゴ
を
許
せ
よ
法
を
生
か
す
為

吉
田
ハ
ツ
子

壊
の
よ
う
曾
孫
の
振
り
袖
ヤ
ら
ひ
ら
と
今
日
は
七
五
三
の
、
宮
参
り
な
り

吉

田

直

子

日
木
は
世
界
一
ど
っ
長
寿
国
わ
れ
も
今
年
は
芭
一
本
に
小
針
キ
次

残
さ
れ
し
柚
子
の
実
一
つ
護
る
が
に
凧
が
つ
き
い
て
鳴
り
止
ま
ね
な
り

小
針
み
ね
子

詩
の
数
貯
え
ね
ば
と
思
い
ど
も
裡
は
木
祐
ら
し
身
も
繍
リ
ゆ
く

小

針

愛

子

森
を
見
下
ろ
す
寺
の
廊
に
も
転
が
り
て
は
つ
か
に
光
る
蝉
の
死
骸
は

吉

田

英

枯

閥
抗
充
恋
拾
え
ぬ
ど
も
あ
る
烏
の
神
社
何
に
ご
利
益
あ
る
と
も
知
ら
ず

金
郡
木
ふ
さ
み

ケ

jレ

死亡者氏名

タ

ノ、

重

青手

野

~:I二

原

長
γ

み

1

3
日
・
ふ
小
'

111 

i持

ずお
」眠

旺|

及

革

地区名

寺

釜
法

領

官
一
仲
山
初
+
問

P 
f 

主主

北須釜

工b
1=1 

3，845人(-14) 

今
月
の
純
税

国
毘
年
金
保
険
料

4
月
分

墨
田
結
審
議

続
期
限
は

4
月
お
自
(
氷
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
締
め
ま
し
ょ
う
】

ツベルクリン長部検査・・-・

午後 1時30分~

母親教室午前9時15分~

青兜教室午後 1時~

ツベjレクリン判定及びBCG接種

午後 18寺30分~

ポリオ予防接種午後1時~

ツベルクリン段応模麓・..• 
午後 18寺30分~

保健センター 公:公立岩瀬病院
須釜公民館

さ
る
な
し
俳
句
会
三
月
句
会
詠
草

句
碑
の
字
の
判
じ
物
め
さ
臥
龍
持

イニ

梅
の
呑
や
名
木
か
吻
}
む
竹
矢
来

由

言己

観
梅
に
胸
躍
ら
せ
し
口

i
カ
ル
披

真

主ロ

水
ぬ
る
む
母
似
の
影
を
落
し
け
り

華

武
士
の
夢
を
訪
ね
し
梅
ヶ
苑

イニ

美

持
ま
つ
り
留
に
寄
せ
く
る
人
の
法

美

杖

紅
梅
の
枝
引
き
よ
せ
て
怠
を
吸
ふ

春

ふ
由
日
刊

13 



畑市私
の
ふ
る
さ
と

15日発行)3101編集/総務課印糊/樹円谷印刷玉川村役場岱(0247)57発行/福島県石}II郡玉川村大字小高宇中i畷9

シリーズ⑧

令自の食卓

f野菜足りていますか。 j 

ー
秋
田
県
秋
田
市
|

矢
吹
誠
ざ
ん
(
北
重
正
)

，
私
の
ふ
る
さ
と
は
夏
の
竿
燈

務
ま
つ
り
で
有
名
な
秋
田
県
秋
田

譲
市
で
、
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で

湾
ず
っ
と
育
ち
ま
し
た
。

小
さ
い
頃
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
ス
ポ

ー
ツ
(
野
球
)
に
明
け
暮
れ
、
夏
に
は
竿
燈

ま
つ
り
・
大
曲
の
花
火
と
一
時
間
も
か
か
ら

ず
に
行
け
る
男
鹿
半
島
で
海
水
浴
(
す
潜

り
に
よ
る
ア
ワ
ピ
・
サ
ザ
エ
捕
り
)
・
キ
ャ
ン
プ

等
、
秋
に
は
鍋
っ
こ
遠
足
(
き
り
た
ん
ぽ
)
、

冬
に
は
、
朝
四
時
頃
出
発
し
、
汽
車
で
田

沢
湖
ス
キ
l
場
へ
と
一
年
中
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
こ
の
文
章
を
書
き
な
が
ら
、
そ
の
当
時

の
友
達
や
情
景
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

結
婚
後
、
子
供
も
あ
る
程
度
大
き
く

な
り
、
実
家
の
兄
弟
と
一
緒
に
男
鹿
半
島

近年、巴本人の食生活も欧米佑し、肉類、油脂類、加工

食品の摂取は、どんどん増える一方、穀類、野菜類、イモ

類、豆類などは、年々減っています。こういったものの中

には、食物繊維が吉まれていて、この働きは、ガン予妨、

生活習'1農病予防に効果を発揮します。

国では、野菜を 1日350gと決めていますが、まずは、

緑黄色野菜100g、その他の野菜200gで 1日300g取

るようの掛けましょう。

今月も手軽にできて、おいしい野菜料理を紹介します。

f菜の花の塩こ13¥、和えJ

を
一
周
し
ま
し
た
。

ま
れ
、
海
も
大
変
き
れ
い
で
す
ば
ら
し

い
眺
め
の
な
か
、
海
水
浴
を
楽
し
ん
だ

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
ま
だ
、
子
ど

も
た
ち
を
竿
燈
ま
つ
り
に
連
れ
て
い
っ

て
い
な
い
の
で
そ
の
う
ち
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
結
婚
当
時
は
自
動
車

で
八
時
間
も
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
高
速
道
路
、
新
幹
線
も
開
通
し
、

非
常
に
近
く
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
も
是
非
秋
田
で
う
ま
い
酒
(
高
清

水
・
太
平
山
)
、
美
味
し
い
食
べ
物
(
ハ

タ
ハ
タ
・
キ
リ
タ
ン
ポ
・
稲
庭
う
ど
ん

な
ど
い
っ
ぱ
い
)
を
味
わ
っ
て
下
さ
い
。

ま
だ
伍
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と

コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
な
い
県
外
出

費
者
を
ご
奇
知
の
方
が
居
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
岱
幻

1
4
6
2
1
)

1人分のエネルギー霊38kcal

240g 
80g 
30g 

大さじ 11/2 

一材料(4人分)ー

・菜の花(青菜)

・人参

・塩こiS¥

・いり臼こやま

作り方一

①菜の花~ゆでて冷水にとり、水気絞り3cmに切る。

人参~せん切りにして、さっとゆで水気を切る。

塩こぶ~食べやすい長さに切る。

②①をボールで和え、昧がなじむまで2~3分おいて自ごま

をふりまぜ曲にもる。

融;
心に残る我がふるさと
fふるさとは思い出の宝籍J

東京都町田市

大和田ノブ与さん

(J 11辺出身・吉田直人さんの叔母)

野
山
も
萌
黄
色
に
芽
吹
き
大
地

の
春
、
桜
潤
漫
の
候
、
玉
川
会
の
皆

様
お
元
気
で
す
か
。
毎
月
送
ら
れ

て
来
る
広
報
の
お
蔭
で
、
以
前
よ

り
ふ
る
さ
と
の
思
い
は
、
深
く
走

馬
般
の
よ
う
に
脳
裏
を
め
ぐ
り
ま

す
勺
古
希
を
迎
え
て
も
思
い
出
は
、
幼

な
く
若
返
り
、
懐
か
し
ん
で
居
り

ま
す
。
川
辺
の
運
動
場
の
近
く
に

松
林
が
あ
り
友
達
と
松
誌
を
拾
い
、

春
蘭
を
摘
ん
で
遊
ん
で
い
る
と
頭

上
で
、
松
風
が
ゴ

l
ゴ
l
と
吹
き

家
路
に
急
い
だ
こ
と
を
思
い
出
し

て
い
ま
す
。
手
を
止
め
て
庭
に
出

て
、
速
い
日
、
田
舎
よ
り
頂
い
た
春

蘭
の
株
を
分
け
て
見
れ
ば
筆
先
程

の
菅
み
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
今
か
今

か
と
待
ち
わ
び
て
い
る
様
で
す
。

ほ
た
る
も
幻
想
的
な
光
を
放
ち

今
も
飛
ぶ
の
で
し
ょ
う
か
。
手
の

中
に
入
れ
て
顔
を
近
づ
け
る
と
プ

ー
ン
と
匂
い
が
し
て
い
ま
し
た
。

帰
郷
の
度
、
発
展
し
て
行
く
中

に
も
遠
く
山
並
を
見
る
と
、
安
ら

ぐ
の
を
憶
え
て
い
ま
す
。

先
日
お
ー
い
日
本
、
と
こ
と
ん

福
島
が
長
時
開
放
送
に
な
り
ビ
デ

オ
に
撮
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
町
田
市
は
新
宿
へ

凶
十
分
の
所
に
あ
り
自
営
し
て
三

十
五
年
に
な
り
ま
し
た
。

趣
味
の
仲
間
も
多
く
、
楽
し
く

過
ご
し
て
居
り
ま
す
。

十
五
年
前
、
つ
く
ば
博
で
ポ
ス
ト

カ
プ
セ
ル
の
葉
書
が
今
年
元
日
一
に

届
き
私
も
十
五
枚
出
し
ま
し
た
。

一
一
一
歳
だ
っ
た
孫
も
高
校
生
に
な
り

思
い
の
ほ
か
の
反
響
と
な
り
嬉
し

く
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
東
京
玉
川
会
総
会
で
の

皆
様
に
お
会
い
出
来
る
日
を
何
よ

り
待
ち
望
ん
で
居
り
ま
す
。
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